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う１つが拒否回避欲求であり、自らの否定的
な側面を他者に知られることで他者から嫌わ
れることを恐れ、そのような否定的な側面を
他者に知られないようにすることを自己呈示
上の目標設定として抱く傾向である。この２
つの傾向は互いに独立しており、かつ、誰も
が多かれ少なかれもっている個人差傾向であ
る。菅原（2004）によると、賞賛獲得欲求と
拒否回避欲求は、車の運転におけるアクセル
とブレーキのように、対人場面における自己
呈示を調整する機能をもつ。他者から自らの
何かを高く評価されることは心理的、物理的
にさまざまなメリットがあるため、人は自ら
の社会的な評価を高めようとする。これが賞
賛獲得欲求の機能（車の運転でのアクセルと
同じ機能）であり、自らの評価を高めるため
に自己の何らかの良い側面を他者にアピール

問題と目的

　本研究の目的は、賞賛獲得欲求と拒否回避
欲求という２種類の自己呈示上の目標設定に
関する欲求の基盤となる気質傾向として、
Gray（1970, 1982）の気質モデルで示されて
いる２種類の動機づけシステムが該当するか
を検討することである。
　小島・太田・菅原（2003）は、人が自己呈
示（自己に関する特定の印象を他者に抱かせ
るためにとる行動の総称）においてどのよう
な目標を抱きやすいかについて、公的自意識
の強い人にみられる２種類の欲求（菅原, 

1986）の概念を基に２種類の尺度を作成して
いる。１つが賞賛獲得欲求であり、自らの肯
定的な側面を他者に認めてもらいたいという
自己呈示上の目標設定を抱く傾向である。も
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賞賛獲得欲求・拒否回避欲求の気質的基盤に関する検討
─ Gray の BIS/BAS モデルを用いて ─

A Study of the Relation Temperament, Praise-Seeking Need 

and Rejection-Avoidance Need
　

小　島　弥　生
KOJIMA, Yayoi

　賞賛獲得欲求・拒否回避欲求の基盤にどのような気質が想定できるかについて、本研
究ではGray（1970, 1982）によるBIS/BASモデルを用いて検討した。拒否回避欲求は行動
抑制系のBISを基盤とし、賞賛獲得欲求は行動賦活系のBASを基盤とするという予測のも
と、尺度得点間の相関関係を検討した。予測と一致し、賞賛獲得欲求はBASとの間に中
程度の正の相関が、拒否回避欲求はBISとの間に高い正の相関が、それぞれ示された。
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を仮定していないため、神経科学の知見と
パーソナリティ理論との間のインターフェー
スとなる理論を必要とするという。このイン
ターフェースとして国里他（2007）は気質理
論を用いることを提唱している。なぜならば、
気質はパーソナリティを構成する要素の１つ
であるとともに、その特徴である「①比較的
安定的で、パーソナリティ特性の根幹を成す、
②幼少期の早い段階から現れる、③動物研究
において、対応関係をもつ行動特性がある、
④自律神経系や内分泌系といった生理学的反
応もしくは大脳生理学的、遺伝的な諸要因と
関連している、⑤人生経験などの肝要刺激と
遺伝子型の相互作用によって変化する」（髙
橋, 2013, p.78）という性質から、気質は神経
科学的な基盤を有すると捉えることが可能だ
からである。よって、本研究で賞賛獲得欲求
と拒否回避欲求の形成に関わる気質を検討す
ることには、一定の意義があるだろう。
　さて、Grayの気質モデルでは、主に２つ
の動機づけシステム１）の競合により人間の行
動が制御されることを仮定している。１つが
Behavioral Inhibition System （BIS；行動抑制
系）と呼ばれるシステムで、新奇性刺激や条
件づけられた罰、あるいは無報酬の信号に
よって活性化するシステムとされている。こ
のシステムが活性化することで進行中の行動
が抑制され、潜在的な脅威に対する注意が喚
起され、また不安を中心とするネガティブ感
情が生じる。Gray（1982）によると、BISは
脳のうち中隔・海馬システムへ投射するセロ
トニン神経系と関連することが想定されてい
る。もう１つの動機づけシステムがBehavioral 

Activation System （BAS；行動賦活系）と呼
ばれるシステムである。BASは報酬および罰
の不在を知らせる刺激を受けて活性化される

する行動を促す。しかし、他者の視線に自ら
をさらすことは、他者からの否定的な評価を
招くリスクも同時に持ち合わせる。そこで、
リスクを管理し、自己アピールにあたり時に
はブレーキをかけ、自己の失態や欠点を隠ぺ
いする必要もある。これが拒否回避欲求の機
能（車の運転でのブレーキと同じ機能）であ
り、自己をアピールすることによって見せた
くない側面まで見せることを回避するために、
自らを他者にさらけ出すことを抑制する役割
を果たす欲求となる。
　賞賛獲得欲求と拒否回避欲求が人間の発達
の過程でいつ、どのように個人内で起こり、
安定するかという点については、これまでに
検討はされていない。人が社会的な環境の中
でさまざまな他者と接する中で、自らの行動
や態度に対する他者からの肯定的な評価を得
て多くのメリットを認識したり、あるいは、
他者からの否定的な評価を受け多くのデメ
リットを認識したり、等の経験を重ねること
で、ある個人の中で賞賛獲得欲求や拒否回避
欲求が強まったり弱まったりし、やがて個人
内である程度、安定したパーソナリティ傾向
となることが仮定される。しかし、パーソナ
リティの形成に関する理論から考えると、賞
賛獲得欲求と拒否回避欲求の個人内での安定
性に関しては、その人の生まれ持った気質が
影響する可能性があると思われる。
　数多くあるパーソナリティに関する理論の
うち、本研究ではGray（1970, 1982）の気質
モデルに着目する。国里・山口・鈴木（2007）
によれば、近年、中枢神経活動の計測方法が
発展するのに伴い、既存のパーソナリティ理
論を神経科学の枠組みで捉え直す探索的な試
みが行われているが、多くのパーソナリティ
理論がその理論を説明する神経学的なモデル
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る個人傾向であり、その気質的な基盤は現状
では存在しない罰（つまり、他者からの否定
的な評価）に対する脅威の活性化と関連する
BISであると予測できる。したがって、本研
究の仮説は、賞賛獲得欲求はBASとの間に、
拒否回避欲求はBISとの間にそれぞれ正の相
関関係を示すこととする。

方法

調査時期と調査参加者

　2013年１月、４月および2015年４月に東京
都内の私立大学計３か所において、心理学の
授業時間の一部を利用し、調査参加者を募集
した。いずれの調査時期においても調査への
参加はボランティアでの協力を求めた。ただ
し2013年４月と2015年４月の調査においては、
希望する参加者には調査の個人結果の一部を
開示することを明示したため、個人が識別で
きる番号を予め聞き出した。そして、調査の
目的は回答者全体の傾向を調べるためのもの
で個人を特定することはないことを事前に説
明し、承諾を得た者のみ質問項目に回答する
ように求めた。

質問紙の内容

　調査時期によって質問する内容に違いが
あったが、３時点で共通する内容であり、本
研究の分析対象とした質問項目は以下の通り
であった。
１）賞賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度（小島
他, 2003）
　賞賛獲得欲求９項目、拒否回避欲求９項目
の計18項目からなる尺度に対し、｢1.あてはま
らない｣ ～ ｢5.あてはまる｣ の５件法で回答
するよう求めた。

動機づけシステムで、このシステムが活性化
することで目標を達成するための接近行動が
引き起こされるという。BASと関連する脳内
システムとしては中脳辺縁系のドーパミンシ
ステムが想定されている（Gray, 1987; 八木訳, 

1991）。BISとBASは相互に独立しているシス
テムであるが、相互作用することである特定
の行動が生起すると仮定されている。
　Grayの理論では、BISは不安、BASは衝動
性として表現されており、BISとBASを測定
する尺度は複数の研究者により開発されてい
るが、どの尺度が有用であるかについての一
定の見解は得られていない（国里・山口・鈴
木, 2007）。本研究では、Carver & White（1994）
の邦訳版として作成された髙橋・山形・木島・
繁桝・大野・安藤（2007）のBIS/BAS尺度を
用いて、賞賛獲得欲求・拒否回避欲求と気質
と の 関 連 に つ い て 検 討 し た い。Carver & 

White（1994）の尺度はBISが１因子構造で
あるのに対し、BASが３つの下位因子（Drive；
駆動、Reward Responsiveness；報酬反応性、
Fun Seeking；刺激探求）をもつというアン
バランスな構造の尺度であるが、他の尺度と
比べてGrayの理論と適合していること、比
較的少数の項目でBISとBASの測定を可能に
していることから、この尺度の邦訳版を用い
ることとした。
　冒頭にも述べたように、本研究の目的は、
賞賛獲得欲求と拒否回避欲求の基盤となる気
質傾向として、BIS/BASが該当するかを検討
することである。賞賛獲得欲求は他者からの
肯定的な評価の獲得を自己呈示上の目標設定
とする個人傾向であり、その気質的な基盤は
報酬に対する接近を示すBASであると予測で
きる。一方、拒否回避欲求は他者からの否定
的な評価の回避を自己呈示上の目標設定とす
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行研究で得られている値と類似していること
が確認できた。
　次に、尺度得点間の相関係数を算出した

（Table 1）。賞賛獲得欲求と拒否回避欲求の
間に弱い正の相関（r＝.14, p<.01）がみられ
た。賞賛獲得欲求と拒否回避欲求は互いに独
立していることを前提として尺度が構成され
ている（小島他, 2003）が、複数のデータで
弱い正の相関がみられることが確認されてお
り、本研究のデータにおいても同様の結果に
なったものと考えられる。そして、BISと
BASの 間 は 無 相 関（r＝.00, n.s.） と なった。
この点は弱い正の相関がみられた先行研究

（安藤他, 2007）と異なっていたが、賞賛獲得
欲求と拒否回避欲求の関係と同様、BISと
BASは互いに神経基盤が異なることから独立
した構成概念であることが想定されているた
め、本研究の相関分析の結果は、尺度の構成
概念上は妥当な結果であると考えられる。な
お、BISとBASの３下位尺度との相関関係に
ついては、先行研究の知見と一致した相関係
数はBISとBAS-RRの間にみられた弱い正の
相関（r＝.21, p<.01）であった。先行研究で
は無相関であったBISとBAS-Dの間（r＝.-.09, 

p<.05）、 お よ びBISとBAS-FSの 間（r＝-.10, 

p<.05）に弱い負の相関がみられたが、これ
らは非常に弱い値であり、先行研究の知見と

２）BIS/BAS尺度日本語版（髙橋他, 2007）
　BIS ７項目、BASのうち駆動（BAS-D）４
項目、報酬反応系（BAS-RR）５項目、刺激
探求（BAS-FS）４項目の計20項目からなる
尺度に対し、｢1.あてはまらない｣ ～ ｢4.あて
はまる｣ の４件法で回答するよう求めた。
　また、回答者の性別および年齢を尋ねた。

結果

分析対象者

　３時点の調査で２種類の尺度にもれなく回
答した者は504名であった。この504名を分析
対象者とした。ただし、性別および年齢に関
しては欠損データがあり、504名の性別の内
訳は男性221名、女性249名、無回答･その他
34名であった。また年齢を回答した469名の
平均は19.19歳（SD＝1.225）であり、18～29
歳の範囲であった。

賞賛獲得欲求・拒否回避欲求とBIS/BASの相関

　賞賛獲得欲求、拒否回避欲求の各欲求尺度
得点、また、BISおよびBASの尺度得点、BAS

の３つの下位尺度得点を求めた。その平均値、
標準偏差および信頼性係数αの値をTable 1
に示した。さらに各尺度得点の信頼性係数α
を算出した。これらの記述統計量の数値は先

Table 1　各尺度得点の記述統計量と相関係数

** p<.01　　* p<.05
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かに大きくなった。よって、賞賛獲得欲求は
行動抑制系とは無関連で、行動賦活系と関連
が深いと考えられ、対人関係において自己の
肯定的な側面を認めてもらいたいという目標
の達成に向けた行動の増加をうながす欲求で
あると考えられる。
　一方、拒否回避欲求とBIS/BASとの関連に
ついては、賞賛獲得欲求の影響力を制御した
結果、BAS-RRとの相関は無相関になったが、
BAS-DおよびBAS-FSとの負の相関は係数が
単純相関よりも大きくなった。そのために
BASと拒否回避欲求の負の相関の係数も大き
くなったと思われる。よって、拒否回避欲求
は行動抑制系と関連が深いとともに、行動賦
活系（その中でも報酬を持続的に追求したり、
刺激に衝動的に接近したりしようとする動機
づけ）とは相反する欲求であると考えられる。
　以上の単純相関および偏相関の結果は、い
ずれも予測と矛盾するものではなく、賞賛獲
得欲求は行動賦活系と、拒否回避欲求は行動
抑制系の気質と、それぞれ強く結びついてい
ることが示された。

賞賛獲得欲求の下位尺度とBIS/BASとの関連

　小島・太田（2012）では、賞賛獲得欲求・
拒否回避欲求尺度に更なる下位因子が想定で
きるかを確認的因子分析および探索的因子分
析を用いて検討し、拒否回避欲求が１因子に
まとまるのに対し、賞賛獲得欲求は２因子に
分けることも可能であるとしている。一方の

矛盾しているとはいえない結果であった。
　予測通り、賞賛獲得欲求はBASおよびBAS

の３下位尺度との間に中程度の正の相関（33
～.46）がみられ、拒否回避欲求はBISとの間
に強い正の相関（r＝.65, p<.01）がみられた。
これらの結果より、賞賛獲得欲求は目標の達
成に向けて行動を解発する行動賦活系と、拒
否回避欲求は行動抑制系と、それぞれ関連が
深いとみなすことができた。
　予測していなかった結果として、賞賛獲得
欲求とBISとの間に弱い正の相関（r＝.09, 

p<.05）が、拒否回避欲求とBASとの間に弱
い負の相関（r＝-.10, p<.05）がみられた。ま
た、拒否回避欲求とBASの３下位尺度との相
関 で は、BAS-D（r＝-.18, p<.01） お よ び
BAS-FS（r＝-.15, p<.01）との間に弱い負の
相関が、BAS-RR（r＝.11, p<.01）との間に
弱い正の相関がみられた。これらの値は全体
的に低く、両者の間にはほぼ関連はないと考
えることもできるだろう。ただし、本研究で
は先述の通り賞賛獲得欲求と拒否回避欲求の
間にも弱い正の相関がみられているため、一
方の欲求を制御した偏相関を算出することで、
２つの欲求とBIS/BAS尺度との関連を再確認
することとした。
　Table 2に偏相関係数を示した。まず、賞
賛獲得欲求とBIS/BASとの関連については、
拒否回避欲求の影響力を制御した結果、BIS

との相関は無相関となり、BASおよびBASの
３下位尺度との相関係数の値はそれぞれわず

Table 2　欲求尺度得点を統制した偏相関係数

** p<.01



― 56 ―

埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第18号

考察

　本研究の目的は、自己呈示上の目標設定に
関する個人差傾向である賞賛獲得欲求と拒否
回避欲求が、その基盤となる気質傾向として
BIS/BASを想定することが可能かを検討する
ことであった。尺度得点を用いた相関分析、
偏相関分析の結果、賞賛獲得欲求はBASとの
間に中程度の正相関がみられ、拒否回避欲求
はBISとの間に高い正相関が示されたことか
ら、仮説を支持する結果が得られた。一方、
賞賛獲得欲求はBISとは無相関であることが
確認できたが、拒否回避欲求はBASとの間に
弱い負の相関が確認された。予測と矛盾する
結果ではないが、これらの結果、また、賞賛
獲得欲求の下位因子とBASの下位因子間との
中程度の正相関が得られた結果もふまえ、以
下に考察を述べていく。
　まず、賞賛獲得欲求はBASおよびBASの３
下位尺度得点と中程度の正の相関があった。
これらの結果は仮説を支持する結果であった。
この結果から、他者からの肯定的な評価を獲
得したいという自己呈示上の目標設定は、行
動賦活系の気質であるBASを基盤として抱く
ようになることが想定される。他者からの肯
定的な評価が一種の報酬として機能すること
により、肯定的な評価に接近するための個人
傾向としての賞賛獲得欲求が形成されていく
過程が考えられるだろう。
　賞賛獲得欲求の下位因子（好印象、能力評
価）とBASおよびBASの３下位尺度得点との

下位因子は「賞賛獲得_好印象」であり、尺
度項目のうち「人と話すときにはできるだけ
自分の存在をアピールしたい」「自分が注目
されていないと、つい人の気を引きたくなる」

「大勢の人が集まる場では、自分を目立たせ
ようとはりきる方だ」「皆から注目され、愛
される有名人になりたいと思うことがある」
の４項目が該当する。もう１つの下位因子が

「賞賛獲得_能力評価」であり、尺度項目のう
ち「高い信頼を得るため、自分の能力は積極
的にアピールしたい」「人と仕事をするとき、
自分の良い点を知ってもらうようにはりき
る」「目上の人から一目おかれるため、チャ
ンスは有効に使いたい」「責任ある立場につ
くのは、皆に自分を印象づけるチャンスだ」
の４項目が該当する２）。
　BIS/BAS尺度と賞賛獲得欲求の２下位尺度
得 点 と の 相 関 係 数 をTable 3に ま と め た。
Table 1の賞賛獲得欲求とBIS/BASとの相関
係数と比較して、両下位尺度得点とも係数に
大きな差異はみられなかった。賞賛獲得_好
印象とBAS-D（r＝.22, p<.01）、BAS-RR（r＝.32, 

p<.01）の係数の値がやや小さくなったもの
の統計的に差はなく、自分の存在を目立たせ
て大勢の注目を浴びたいという欲求も、自分
の能力を他者に印象づけたいという欲求も、
行動賦活系と深く関わるという点では差異が
ないことが確認された。

Table 3　賞賛獲得欲求の下位因子得点との相関係数

** p<.01
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安・恥といったネガティブな感情を抱きやす
くさせるとともに、他者からの肯定的な評価
に対する照れの感情という、必ずしもポジ
ティブではない感情を喚起することが示され
ている（小島・太田・菅原, 2003）。肯定的な
評価に対するポジティブではない感情的反応
につながる拒否回避欲求は、不安や脅威の活
性化につながるBISと強い共通性をもつと思
われる。よって、本研究の結果から、BASは
賞賛獲得欲求の基盤となる気質で、BISが拒
否回避欲求の基盤となる気質であるととらえ
ることが妥当な解釈であろう。
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脚注
１） 厳密に述べるとGrayは３つの動機づけシステム

について検討している。彼が検討した第３のシス

テムは闘争･逃走システム（ fight-flight system; 

FFS）である。FFSは無条件な罰刺激に対して活

性化するシステムとされているが、動物の行動に

関してはあてはまりがよくても人間の行動にはほ

とんどみられないとされている。Grayの気質モ

デルに基づく尺度作成は多くの研究者によって行

われているが、FFSを含まない尺度構成の方が一

般的であり、本研究でも先行研究の尺度構成に従

い、BISとBASの２つのシステムについてのみ想

定することとした。

２） 賞賛獲得欲求尺度は９項目であるが、下位因子

を検討した際には第５項目の「初対面の人にはま

ず自分の魅力を印象付けようとする」は「好印象」

と「能力評価」の両方に一定の因子負荷量をもつ

項目となった。そのため、本研究における下位尺

度の相関の検討においては、この項目を除外した

４項目ずつで下位尺度得点を算出している。


